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そして 旅人 は 行って しまいました。 

ハム ー チヤ は 後に 一人 残って、 じっと 考え込み まし 

た。 —— こんな 手品なん か 使って いたって 一生 〔# 

「使って いたって 一生」 は ママ〕 つまらなく 終わる だけ 

の もの だ。 それより はいつ そ、 その 不思議な マ ー ジを 

たずねて いってみ よう。 途中で 死んだ つて かまう もの 

か。 もし 運よく 向こうへ 行けて どんな 物で も 〔# 「行 

けて どんな 物で も」 は ママ U 煙に してし まう という 術 

さず すてき せけん 

を 授かったら、 それ こそ 素敵 だ。 世間の 者 は どんなに 

び つ くりす る ことだろう。 

ハム ー チヤ は 命が けの 決心 をし ました。 マ ー ジ をた 



「はい、 七 年で も 十 年で も 一生の 間で も、 どんな 苦し 

い 修行 もいた します」 

そして ハム ー チヤ は、 七 年間 マ— ジの 許で 修行す る 

ことにな りました。 それが また 一 通りの 修行で はあり 

ませんで した。 水 一 杯 飲まないで 一 週間 も 座り 続けて 

いたり、 谷川の 水に 終日 首まで つかって いたり、 重い 

荷 を 背負って 山道 を 上がり下りしたり、 むずかしい 書 

物 を 何千 回 も 写し 直したり、 一 月の 間 も 無言で いたり 

いろんな 辛い ことがありました。 そして 始終、 祭壇に 

燃える 火 を 絶やして はいけ ませんで した。 ハム ー チヤ 

は 何 S か 力 を 落とし ましたが、 その 度 毎に 思い あきら 



まろ 

の 火の 神ァ— リマンの ものと なって、 自分 を 亡 〔#ル 

ビの 「ほろ」 は 底本で は 「ほろぼ 匕 ぼす ような ことにな 

る」 

「承知いた しました」 と ハム— チヤ は 答えました。 

そこで ハム ー チヤ は、 再び 火の 砂漠 や 闇の 森 や 怪物 

ほらあな 

の 洞穴な ど を 通り越して、 人間の 住んで いる 方へ 出て 

来ました。 そしてよ うす をう かがって みると、 もう 七 

ち と 

年 もた つた 後の ことで したし、 誰も マ— ジの 許へ 行き 



ハム ー チヤ はまず、 ナイフ を 使い分けたり、 足で 金 

まリ てだま てじな 

の毬を 手玉に 取ったり して、 普通の 手品 を やりました 

それが 〔# 「やりました それが」 は ママ U すむ と、 いよ 

いよ 煙の 術に かかりました。 ところが、 あまりい ろん 

な 品物が つまれて いますので、 どれから 先にして よい 

かわからずに、 しばらく 考えて みました。 そして ふと 

思いついて、 皆 一緒に 煙に してし まおうと きめました _ 

例の 通り そこに 屈んで、 胸に 両手 を 組み合わせ 口に 何 



やら 唱えます と、 まあ どうでしょう、 山の ように 積ま 

れ てる 品物が、 一度に どっと 煙に なって、 その 煙が ま 

た さまざまな 花と なって、 空 一面に 広がりました。 あ 

まりの 見事 さに あたりの 〔# 「見事 さに あたりの」 は 

ママ〕 人々 はやん やと はやし 立てました。 

やがて 煙の 花が 消え、 狂うよう な 喝采が 静まる と、 

人々 は 少し 不満足に 思いました。 いろんな 物 を 一 つず 

つ 煙に しても らうつ もりだった のが、 一度で すんで し 

ま つたから です。 

「もっと 何 か 煙に して 下さい。 この 金入れで もい いか 

ら」 



底本 ： 「豊島 与 志 雄 童話 集」 海鳥 社 

1990 (平成 2) 年：： 月^日 第 ー 刷 発行 

人. R .. k:omp-ass 

校正 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

2 006 年 4 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



